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(57)【要約】
　一方向ディスプレイと表示ピクセルを駆動する方法と
が提供され、ここで、本ディスプレイは、画像を表示す
るための前面とシースルー能力を提供するように設計さ
れた後面と；透明材料で作られた少なくとも２つの層と
；前記透明材料の層間にはさまれ、ディスプレイの領域
全体にわたってグループで取り付けられる複数の発光素
子であって、発光素子の各グループはディスプレイのカ
ラーピクセルを構成し、各グループは、少なくとも３つ
の隣接するまたは積層された赤、緑および青色発光素子
からなる、複数の発光素子と；グループで配置された複
数の狭帯域フィルタであって、各グループは、それぞれ
ディスプレイの後面に向かう赤、緑および青色の狭帯域
の範囲の光を遮断するために発光素子と並列に取り付け
られた少なくとも３つの赤、緑および青色狭帯域フィル
タからなる、複数の狭帯域フィルタとを含む。



(2) JP 2017-528864 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面と後面とを有する一方向ディスプレイであって、前記前面は、前記前面からディス
プレイを見るディスプレイ観察者へ画像を表示するように設計され、前記後面は、前記後
面からディスプレイを見るディスプレイ観察者へシースルー能力を提供するように設計さ
れる、一方向ディスプレイにおいて、
　透明材料で作られた少なくとも２つの層と、
　前記透明材料の層間にはさまれ、前記ディスプレイの領域全体にわたってグループで取
り付けられた複数の発光素子であって、前記発光素子の各グループは前記ディスプレイの
カラーピクセルを構成し、各ピクセルは、前記発光素子から発射された赤、緑および青色
光の組み合わせにより前記ピクセルに必要な色を提供するように少なくとも３つの隣接し
たまたは積層された赤、緑および青色発光素子からなる、複数の発光素子と、
　グループで配置された複数の狭帯域フィルタであって、各グループは、それぞれ前記デ
ィスプレイの後面に向かう赤、緑および青色の狭帯域の範囲の光を遮断するために表示ピ
クセルを構成する前記赤、緑および青色発光素子と並列に取り付けられた少なくとも３つ
の赤、緑および青色狭帯域フィルタからなる、複数の狭帯域フィルタとを含む一方向ディ
スプレイ。
【請求項２】
　前記発光素子は発光ダイオード（ＬＥＤ）である、請求項１に記載の一方向ディスプレ
イ。
【請求項３】
　前記発光素子は有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）である、請求項１に記載の一方向ディ
スプレイ。
【請求項４】
　前記狭帯域フィルタはノッチフィルタである、請求項１～３のいずれか一項に記載の一
方向ディスプレイ。
【請求項５】
　前記ノッチフィルタはカラーノッチ偏光子である、請求項４に記載の一方向ディスプレ
イ。
【請求項６】
　前記狭帯域フィルタに並列にグループでディスプレイの領域全体にわたって取り付けら
れた複数の追加発光素子をさらに含む請求項１～５のいずれか一項に記載の一方向ディス
プレイであって、前記追加発光素子の各グループは前記ディスプレイのカラーピクセルを
構成し、各ピクセルは、赤、緑および青色光の組み合わせにより前記ピクセルに必要な色
を提供するとともにディスプレイ裏側に向かって前記狭帯域フィルタを通過する光の色を
中和するように少なくとも３つの隣接したまたは積層された赤、緑および青色発光素子か
らなる、一方向ディスプレイ。
【請求項７】
　ピクセル毎ベースで配置された光ファイバなどの光導波路をさらに含む請求項１～６の
いずれか一項に記載の一方向ディスプレイであって、前記光ファイバの遠端部は前記ディ
スプレイ前面に当接されるように、前記光ファイバの近端部は前記発光素子へ作動可能に
接続されるように配置される、一方向ディスプレイ。
【請求項８】
　前記層は平坦形状である、請求項１に記載の一方向ディスプレイ。
【請求項９】
　前記層は筒形状である、請求項１に記載の一方向ディスプレイ。
【請求項１０】
　前記層は立方形である、請求項１に記載の一方向ディスプレイ。
【請求項１１】
　透明材料で作られた少なくとも２つの層を提供する工程と、
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　前記透明材料の層間にはさまれ、前記ディスプレイの領域全体にわたってグループで取
り付けられた複数の発光素子を提供する工程であって、前記発光素子の各グループは前記
ディスプレイのカラーピクセルを構成し、各ピクセルは、発光素子から発射された赤、緑
および青色光の組み合わせにより前記ピクセルに必要な色を提供するように少なくとも３
つの隣接したまたは積層された赤、緑および青色発光素子からなる、工程と、
　グループで配置された複数の狭帯域フィルタを提供する工程であって、各グループは、
それぞれ前記ディスプレイの後面に向かう赤、緑および青色の狭帯域の範囲の光を遮断す
るために表示ピクセルからなる前記赤、緑および青色発光素子と並列に取り付けられた少
なくとも３つの赤、緑および青色狭帯域フィルタからなる、工程と、
　前記一方向ディスプレイにより表示される画像を再生するために前記カラーピクセルを
活性化／非活性化するピクセル駆動回路を提供する工程と、
　前記表示画像の再生を制御する回路を、より高い解像度画像を再生するように前記表示
領域全体にわたって設けられる前記ピクセルのすべてに関与するやり方で設定することに
より、そして前記表示画像の再生を制御する前記回路を、前記表示解像度をシフトする（
すなわち、より低い解像度画像を再生するように活性状態であるアレイ内の各２つのピク
セル間で１つまたは複数のピクセルを省略する）ようなやり方で設定することにより、前
記表示画像の再構成のために活性化されるピクセルの数を調整する工程と、を含む一方向
表示ピクセル素子駆動方法。
【請求項１２】
　特定ピクセルをより大きくまたは小さくするように前記表示パネル全体にわたって各活
性化されたピクセル内のいくつかの発光素子を活性化／非活性化するようなやり方で表示
画像の再生を制御する回路構成を設定することにより、ピクセルサイズおよび形状を調整
する工程をさらに含む請求項１１に記載の一方向表示ピクセル素子駆動方法。
【請求項１３】
　前記狭帯域フィルタに並列にグループで前記ディスプレイの領域全体にわたって取り付
けられる複数の追加発光素子を提供する工程であって、前記追加発光素子の各グループは
前記ディスプレイのカラーピクセルを構成し、各ピクセルは、赤、緑および青色光の組み
合わせにより前記ピクセルに必要な色を提供するとともに前記ディスプレイ裏側に向かっ
て前記狭帯域フィルタを通過する光の色を中和するように少なくとも３つの隣接したまた
は積層された赤、緑および青色発光素子からなる、工程と、
　前記駆動回路により前記信号の大きさを計算し、前記追加発光素子の電極上に前記信号
を印加し、前記複数の主発光素子からの前記放射光を前記複数の追加発光素子と共に日中
は白色またはほぼ白色または黄昏時は灰色またはほぼ灰色にする、工程とをさらに含む請
求項１１に記載の一方向表示ピクセル素子駆動方法。
【請求項１４】
　前記発光素子は発光ダイオード（ＬＥＤ）である、請求項１１～１３のいずれか一項に
記載の一方向表示ピクセル素子駆動方法。
【請求項１５】
　前記発光素子は有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）である、請求項１１～１３のいずれか
一項に記載の一方向表示ピクセル素子駆動方法。
【請求項１６】
　前記狭帯域フィルタはノッチフィルタである、請求項１１～１３のいずれか一項に記載
の一方向表示ピクセル素子駆動方法。
【請求項１７】
　前記ノッチフィルタはカラーノッチ偏光子である、請求項１１～１３のいずれか一項に
記載の一方向表示ピクセル素子駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は透明ディスプレイに関し、特に、ディスプレイの一方側だけから見える画像を
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有するディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　サイネージ（特にビル表面などの大領域上の広告）の提供は長い間一般的ビジネスであ
る。これらの目的のために設計されるほとんどのディスプレイ装置は今日では容易に更新
可能となるように電子的に制御可能である。これは、提供される情報が道路方向または他
のマッサージおよび他の広告に関係する場合に特に重要である。
【０００３】
　電子制御式光学的ディスプレイは、２つのタイプの表示技術、すなわちディスプレイ装
置の光学特性を変更するために１つの外部光源が必要である「パッシブ」と呼ばれる技術
と光学的ディスプレイ装置が自己発光性であるということを保証する「アクティブ」と呼
ばれる技術とに基づく。
【０００４】
　アクティブ光学的ディスプレイの公知の例は、その輝度および色が個々に電子的に制御
される個別ドット（いわゆる「ピクセル」）を含む発光ダイオード（ＬＥＤ）のマトリク
スアレイである。
【０００５】
　アクティブ光学的ディスプレイシステムの公知の１つの例はユーラシア特許第００４５
１７（Ｂ１）号明細書に記載のものである。このアクティブ光学的ディスプレイシステム
は、発光素子と、電極と、接触パッドおよび発光素子制御ユニットと、内部に発光素子を
有する少なくとも１つのガラスパケットとを含む。上記制御ユニットは、当該ガラスパケ
ットの内部に配置された内方向ガラスパケット発光素子制御部と、概してガラスパケット
の外に置かれる情報ディスプレイシステムを制御する部分とで構成される。情報ディスプ
レイシステムは以下のことを特徴とする。ガラスパケットは同時に、ビル窓ガラスの一部
であるおよび／またはアーキテクチャまたは建築要素であり、発光ダイオード、白熱灯、
および／または他の発光体が発光素子に使用され、平坦、湾曲および／または筒形状を有
し、ガラスパケット表面は、透明、光分配（ｌｉｇｈｔｓｈａｒｉｎｇ）、熱反射、およ
び／または太陽遮断被覆で覆われ、ガラスパケット内の発光素子は、ガラスへ直接固定さ
れるまたは規則的配列を提供する格子、ストリング、ロッドまたは同様な建築要素により
固定され、発光素子（例えば発光ダイオード）は、透明表面の機能不全無しに２つの方向
情報流れを提供するやり方で配置され、静的表示モードおよび／または動的表示モードで
動作する。
【０００６】
　このようなアクティブ光学的ディスプレイ装置は、オフ状態では透明ではなく、したが
って光通過を完全にまたは少なくとも部分的に遮断する。
【０００７】
　このような特徴を有する光学的ディスプレイ装置は、夜間窓を通した景色だけでなく昼
光取り込みも悪化させることにより窓の通常機能を悪化させ得るので特に窓を含むビル表
面における応用範囲に限られる。
【０００８】
　自己発光ディスプレイ装置の上記欠点をなくす試みでは、少なくとも１つの光学的透明
層と発光素子を個々に制御するためのそれぞれのリードを有する発光素子とを含む例えば
独国特許出願公開第２００２２２０８２８号明細書（２００２．１０）に開示されたもの
など様々な解決策が提案されてきた。窓ガラスのシースルー能力を保証するために、リー
ドは可能な限り小さくされる（０．１ｍｍ以下、特には０．０５ｍｍ以下）。
【０００９】
　しかし、ディスプレイが夜間スイッチオンされると、それを通る情報は、ビルの外側で
見え得るだけではなく、ディスプレイが窓ガラスとして使用される部屋の中の人にも見え
得る。これは、人々が毎日のタスクを行っている特に事務室において、必ずしも望ましい
とは限らず、部屋の窓を通して表示される情報（特に、動的に変化する画像）が事務員の
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通常作業を妨害し得る。
【００１０】
　日中であっても、ディスプレイがターンオフされると、窓ガラスは、依然として完全に
は透明でない。というのも、このようなリードの数が非常に多くかつ美的観点から望まし
くないかもしれない不透明リードの細線が依然として見えるからである。
【００１１】
　上記例は、アクティブディスプレイが広汎なアプリケーションを有し得るように高透明
性と一方向通過視野能力とを有することが望ましいだろうということを示す。
【００１２】
　アクティブディスプレイ装置の透明性を強化するために、あるタイプの発光素子（いわ
ゆる、ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｓ、すなわ
ち米国特許第６，３４５，３２８号明細書に記載のような有機発光ダイオード）が今日使
用される。ＯＬＥＤに含まれる薄い有機層はオフ状態で特に透明である。
【００１３】
　しかし、ＯＬＥＤ材料（すなわち薄い有機層）はオフ状態であると人間の眼にはカラー
であるように見える。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の目的は、ビル表面の少なくとも一部内に組み込むのに好適であるアクティブシ
ースルーディスプレイ装置であってビル居住者を妨害しない一方でビル外から完全に見え
る速い一連の画像を生成するアクティブシースルーディスプレイ装置を提供することであ
る。
【００１５】
　一態様では、本発明は、表示パネルを形成する透明材料（例えばガラス）のシート間に
はさまれた例えば有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）などの発光素子と、表示される一連の
画像を生成するようにＯＬＥＤを選択的に励起する制御手段とを含み、ＯＬＥＤは、ビル
から遠くビル外から表示される画像の必要な密度を保証するのに十分であると同時にビル
居住者がいかなる妨害も無しにパネルを通して見えるようにするのに十分である距離（す
なわち比較的長い距離）で互いに離間される。
【００１６】
　本発明による一方向ディスプレイは、前面と後面であって、前面は、前面からディスプ
レイを見るディスプレイ観察者へ画像を表示するように設計され、後面は、後面からディ
スプレイを見るディスプレイ観察者へシースルー能力を提供するように設計される、前面
と後面と；透明材料で作られた少なくとも２つの層と；前記透明材料の層間にはさまれ、
ディスプレイの領域全体にわたってグループで取り付けられた複数の発光素子であって、
発光素子の各グループはディスプレイのカラーピクセルを構成し、各ピクセルは、発光素
子から発射された赤、緑および青色光の組み合わせによりピクセルに必要な色を提供する
ように少なくとも３つの隣接したまたは積層された赤、緑および青色発光素子からなる、
複数の発光素子と；グループで配置された複数の狭帯域フィルタであって、各グループは
、前記赤、緑および青色発光素子と並列に取り付けられた少なくとも３つの赤、緑および
青色狭帯域フィルタからなり、ディスプレイの後面にそれぞれ向かう赤、緑、青の狭帯域
範囲内の光を遮断するように表示ピクセルを構成する、複数の狭帯域フィルタとを含む。
【００１７】
　一態様では、本ディスプレイは、前記狭帯域フィルタと並列にグループでディスプレイ
の領域全体にわたって取り付けられた複数の追加発光素子を備え、追加発光素子の各グル
ープはディスプレイのカラーピクセルを構成し、各ピクセルは、赤、緑および青色光の組
み合わせによりピクセルに必要な色を提供するとともにディスプレイ裏側に向かって前記
狭帯域フィルタを通過する光の色を中和するように少なくとも３つの隣接したまたは積層
された赤、緑および青色発光素子からなる。
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【００１８】
　好適な実施形態では、本発明は、一組の透明なＯＬＥＤ（すなわち透明部品（基板、陰
極および陽極）だけを有するとともに基板の最大８５％まで透明であるタイプのＯＬＥＤ
）を含む。したがって、ターンオンされると、透明なＯＬＥＤディスプレイ装置パネルは
光が両方向に通過できるようにする。
【００１９】
　ＯＬＥＤ電極は例えばＩＴＯなどの導電ガラスを含み得る。
【００２０】
　本発明とその態様は、添付図面と共に次の詳細説明に基づきさらに詳細に説明され得る
。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】透明層間にはさまれた発光素子を含む本発明による表示パネルを描写する。
【図２】本発明による表示パネル全体にわたる様々な形状のピクセルおよび副ピクセルの
配置を描写する。
【図３】本発明による発光素子と並列に配置された狭帯域フィルタを描写する。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の概念は、シースルー表示パネルにドットマトリックスデータを提供し、大きな
スクリーンドットマトリックスディスプレイを通して可能な限り精細な画像を取得できる
ようにすることである。これらのタイプのディスプレイは、許容可能な画像解像度を有す
る大型表示表面を使用する。
【００２３】
　遠くから見たときにビットマップドットマトリックス画像の密度が可能な限り低くなり
得るということは根付いた事実である。一方、近距離から（例えば、部屋の中から）見た
とき、低密度ドットマトリックス画像は見る人にとって実際に透明であるように見えるか
もしれない。
【００２４】
　したがって、本発明の目的を達成するために、すなわち表示パネルのシースルー能力を
得るために、一方ではビル居住者が妨げ無しに透明表示パネルを見通せるようにするであ
ろう合理的密度が、他方では遠くから（すなわちビルの外から）見たときに表示画像の許
容可能な品質が定義されなければならない。
【００２５】
　表示パネルを構成するピクセルまたは発光素子同士間の距離（すなわちピクセルピッチ
）の計算は当業者にはよく知られている。最適ピクセルピッチおよびサイズは視距離と表
示されるサインとに応じ異なり得る。例えば、屋外使用のための典型的ピクセルピッチは
、許容可能な定義の画像を生成し得る２０～３０ｍｍ程度であり得る。これらの値は、表
示パネルを可能な限り透明にし得るためにはそして見る人が屋内で使用するのを妨害しな
いようにするためには極めて許容可能である。
【００２６】
　本発明はカラー画像も同様に再生できるようにする。これは、例えば赤、緑および青色
のＯＬＥＤなど３つの発光素子を１ピクセル内に取り込むことにより達成され得る。これ
は、サインサイズに関係なく可視面全体にわたるカラー一貫性を可能にすることになる。
【００２７】
　ピクセルピッチを増加する上記手法は、表示パネルにより再生される画像の許容可能鮮
明度を維持する一方で表示パネルの合理的透明性を得られるようにするが、ビル居住者が
、カラーを発するＯＬＥＤ（ｃｏｌｏｒｅｄ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ＯＬＥＤ）の動作中、
急速に変化する点灯ドットを見ることに悩まされるということが依然と発生し得る。この
不都合をなくすために、別の態様における本発明は、表示パネル全体にわたって各ピクセ
ルの前／後に配置された透明なカラーフィルタを採用する。好適なカラーフィルタは、狭
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帯域範囲内の特定色の波長を除去するように狭帯域でなければならず、フィルタ背後のそ
れぞれのＯＬＥＤを、見る人に見えるようにしなければならない。したがって、点灯され
たカラー素子だけがビルの外から見えるようになる。これらの目的に好適なカラーフィル
タは反射、吸収または他のフィルタ原理により動作するものであり得る。吸収効果に基づ
く偏光子もまた適用可能かもしれないが、薄膜偏光子（例えば干渉効果に基づく、赤、青
と緑色のもの）などある種の光学フィルタも同様に使用することが有利であるように思え
る。
【００２８】
　本発明による表示パネルが様々な見る条件（特に、見える距離）に完全に適合するため
に、本発明は表示解像度を変更する可能性を提供することをもくろむ。
【００２９】
　これは、表示画像の再構成のために活性化されるピクセルの数を調整することにより達
成され得る。例えば、比較的高い解像度が必要な場合（このことは、ディスプレイを比較
的短距離から見なければならないということを意味する）、表示画像の再生を制御する回
路は、より高い解像度画像を再生するように表示パネル全体にわたって設けられるすべて
のピクセルを含むやり方で設定され得る。逆も同様、表示パネルを比較的長い距離から見
なければならない場合、制御回路は、表示解像度をシフトする（すなわち画像シーケンス
を再生するために、活性状態であるマトリクスアレイ内の各２つのピクセル間で１つまた
は複数のピクセルを省略する）ようなやり方で設定され得る。
【００３０】
　これらの目的のためのピクセル数シフト機能を使用可能にするための様々なアルゴリズ
ムが採用され得、これは当業者にとって明らかだろう。
【００３１】
　本発明の態様の１つは同じ領域上のピクセルサイズおよび形状を調整することを企図す
る。
【００３２】
　ディスプレイ上の単一ピクセルは通常、いくつかのピクセル部品（いわゆる、副ピクセ
ル）で構成される。ピクセルのサイズが、上に説明したように調整表示解像度に適するよ
うに調整される必要がある場合、ピクセル駆動回路は、特定ピクセルをより大きくまたは
小さくするように表示パネル全体にわたる各活性化ピクセル内のいくつかのピクセル部品
（すなわち副ピクセル）を活性化／非活性化するやり方で設定され得る。
【００３３】
　このやり方のピクセルサイズ可変機能は本明細書の前段落で説明された再生可能ピクセ
ル数調整機能に結びつき得る。
【００３４】
　本発明の特定アプリケーションでは、活性発光素子の輝度を表示パネル全体にわたって
調整する可能性を提供することが重要である。これは、ＯＬＥＤ素子が、カラー画像を再
生する表示パネル全体にわたって使用される場合に特に重要である。知られているように
、この場合のピクセルは、個別の赤、緑および青色素子から構成され、そして観察したよ
うに、ＯＬＥＤディスプレイが老化すると青色ＯＬＥＤの輝度が低下しカラーバランス問
題を生じる。この問題に対抗する技術は、青色ＯＬＥＤをより高い輝度で駆動すること、
または、より明るく見えるように青色ピクセルを大きくすることである。そのための別の
理由は、日中または夜間条件下の動作に適応化した可能な限り高い品質の画像を再生する
必要性であり、これは、ピクセルの輝度を特に高い解像度画像で調整することにより、他
の公知の技術と共に実現され得る。
【００３５】
　これは明らかに、例えばＯＬＥＤ素子毎のパルス駆動電圧の周波数を変えることにより
手動または自動のいずれかで達成され得る。
【００３６】
　自動輝度制御は、光電セルが所定輝度を得るためにＯＬＥＤ輝度を監視して印加電圧を
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変更する光フィードバックを含み得る。励起電圧の周波数が輝度に対する適切な調整を行
う。赤、緑および青色基板に対するパルスレートの変更がそれぞれの輝度を変更し、ＯＬ
ＥＤにより発射された結果のカラーを変更する。可変パルスレートの所定パターンは、そ
の結果のカラーの時間経過に伴う任意数の所望シフトを生成するようにプログラムされ得
る。
【００３７】
　特に無数のドットマトリックス発光素子を含む大サイズの表示パネルの寿命の強化を保
証する手段を提供することが時に合理的であるように思える。この問題に対処するための
よく知られた技術は、追加バックアップ層の形式で配置される余分のＯＬＥＤ素子などの
冗長発光素子の使用を想定する。
【００３８】
　どんな解像度のディスプレイが利用されようとまたは表示パネル内のピクセルのサイズ
が何であっても、人はディスプレイの動作中に活性状態であるピクセルをいくつかの視距
離から依然として見ることが可能かもしれない。
【００３９】
　この問題に対処するために、ＯＬＥＤディスプレイ（特にドットマトリックスディスプ
レイ）は、活性光素子から一方向に発する光ビームを遮断するようにピクセルの上の遮光
点を利用する。これにより、ビル内の人は活性ピクセル素子から発射された光の急速変化
を見る代わりに様々な色（好適には白色）であり得る遮光点を見れるようになる。この点
で、本発明は、見る人が動作中の透明ピクセルだけに気付けるようにする異なる手法も企
図する。この手法は人間視覚系の特性に基づく。
【００４０】
　特に、各ピクセル素子に含まれるＯＬＥＤ素子の裏側から発射された光を遮断し、これ
により人間の眼に見えなくするために、表示パネルは各ＯＬＥＤ素子の裏側に配置された
複数の狭帯域フィルタを備え得る。原色赤、青および緑色ピクセル素子（ＯＬＥＤ）の背
後にこのように配置された狭帯域フィルタは、急速励起された赤色ＯＬＥＤ素子から発射
された赤色光、急速励起された青色ＯＬＥＤ素子から発射された青色光、および急速励起
された緑色ＯＬＥＤ素子から発射された緑色光を遮断できるようにする。
【００４１】
　狭帯域フィルタは、赤、青および緑色光が表示パネルのそれぞれの（赤、青および緑色
）ＯＬＥＤ素子から表示パネルの裏側方向に発射するのを遮断できるようにするが、同フ
ィルタは、フィルタ狭帯域範囲外の光の残りスペクトル成分が表示パネルを通過できるよ
うにする。すなわち、赤色ＯＬＥＤ素子背後の狭帯域フィルタは、ＯＬＥＤ素子から発射
された赤色光を遮断するが、フィルタ狭帯域赤色光範囲外であるスペクトル範囲内の光を
通過できるようにする。これは、日中における広範囲のスペクトル成分（青および緑色光
を含む）を有する表示パネルが設置されているビルの外からの入力光が、フィルタを通過
し赤色光が差し引かれ、ビル内部からはシアンとして（またはビル外から入る光強度に応
じて濃い青緑色として）見られるようになるということを意味する。同様に、緑色ＯＬＥ
Ｄ素子背後の狭帯域フィルタは、ＯＬＥＤ素子から発射された緑色光を遮断するが、フィ
ルタ狭帯域緑色光範囲外であるスペクトル範囲内の光を通過できるようにする。これは、
日中における広範囲のスペクトル成分（青および赤色光を含む）を有する表示パネルが設
置されているビルの外からの入力光が、フィルタを通過し緑色光が差し引かれ、ビル内部
からはマジェンタとして（またはビル外から入る光強度に応じて紫色として）見られるよ
うになるということを意味する。再び、青色ＯＬＥＤ素子背後の狭帯域フィルタは、ＯＬ
ＥＤ素子から発射された青色光を遮断するが、フィルタ狭帯域青色光範囲外であるスペク
トル範囲内の光を通過できるようにする。これは、日中における広範囲のスペクトル成分
（緑および赤色光を含む）を有する表示パネルが設置されているビルの外からの入力光が
、フィルタを通過し青色光が差し引かれ、ビル内部からは黄色として（またはビル外から
入る光強度に応じてオリーブ色として）見られるようになるということを意味する。
【００４２】
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　この結果、ビル内の人間観察者は、日中に赤、青および緑色狭帯域フィルタを通過する
３つの色、すなわちシアン（または濃い青緑色）マジェンタ（または紫）および黄色（ま
たはオリーブ）の混合色を知覚し、この混合色は、個々の原色素子を観察者の眼により個
々に分解不能にする人間視覚系の空間統合ゾーン（ｓｐａｔｉａｌ　ｉｎｔｅｇｒａｔｉ
ｏｎ　ｚｏｎｅ）内に包含されると、白色にされる。
【００４３】
　したがって、人間観察者は日中、ビル外からの入力光を白色光として見、一方原色光を
発射する急速励起ＯＬＥＤ素子は見えないままである。このようにして、現実的なシース
ルー表示パネルはその構造内にいかなる明滅ＯＬＥＤ素子も欠く通常の透明窓ガラスとし
て働くと想定される。
【００４４】
　上記一方向表示パネル内に採用され得る狭帯域フィルタ素子は、三原色帯域のうちの１
つの帯域内からの入射光エネルギーの変動量を選択的に減じるために波長選択的二色性偏
光子と共に積層されて組み合わされた液晶セルであり得る。好適な実施形態ではカラーノ
ッチ偏光子が積層構造体内で利用され得る。液晶に隣接して、赤、青または緑色光用の円
偏光子が、直線偏光（赤色、青色および緑色）を変換して円偏光へ戻す１／４波長遅延器
板（ｑｕａｒｔｅｒ　ｗａｖｅ　ｒｅｔａｒｄｅｒ　ｐｌａｔｅ）と共に配置され得る。
したがって、液晶から出る直線偏光は遅延器板に入射する。反対側遅延器から出る円偏光
は偏光の方向（右回りまたは左回り）に依存して通過または消滅される。このタイプのノ
ッチフィルタは当業者によく知られている。
【００４５】
　しかし、実際には、積層表示ＯＬＥＤ素子とそれぞれの狭帯域フィルタとに入射し通過
する外部光は完全には透明でないのでその入射の全量がこれらの素子を通過するわけでは
ないように思われる。したがって、日中に赤、青および緑色狭帯域フィルタを通過する広
帯域スペクトラム光は、（０，２５５，２５５）、（２５５，０，２５５）、および（２
５５，２５５，０）の十進コードにそれぞれ対応するシアン、マジェンタおよび黄色の代
わりに（０，１２８，１２８）、（１２８，０，１２８）、および（１２８，１２８，０
）の十進コードにそれぞれ対応する例えば濃い青緑色、紫およびオリーブであり得る。こ
れは、ビル内から見たときに色および色合いの不釣り合いに繋がり得る。
【００４６】
　再び、カラー副ピクセル化ディスプレイ上の単一ピクセルは、カラー副ピクセルＯＬＥ
Ｄ内に積層された赤、緑および青色素子などいくつかのカラー素子で構成される。人間の
眼の色生理学によると、光の３つ以上の原色を一緒に加えることにより、すなわちそれら
を混合することにより、多種多様な色が知覚され得る。一例として、等量の赤、緑および
青色を混合することで白色光を生じる。表示パネル全体にわたる追加ピクセルが表示パネ
ル全体にわたる各ＯＬＥＤピクセル上に積層されれば、追加ピクセル素子の下に積層され
たＯＬＥＤの放射光の色を見えなくし、さらにカラーピクセルを透明にするようなやり方
で追加ピクセルを駆動することが可能となる。
【００４７】
　上記目的を達成するために、本発明のＯＬＥＤディスプレイ装置は、それぞれが絶縁基
板の主表面上に単位ピクセル毎に形成された複数の第１の電極と、第１の電極のそれぞれ
の上に積層され互いに異なるカラー光を発射する複数の第１のＯＬＥＤ層と、複数のＯＬ
ＥＤ層上に形成された第２の電極と、複数の第１のＯＬＥＤ層のそれぞれの上に積層され
互いに異なるカラー光を発射する複数の第２のＯＬＥＤ層と、複数の第２のＯＬＥＤ層の
上に形成された第３の電極とを含む。
【００４８】
　この例示的実施形態では、ピクセル透明性は、その結果の発射を白色またはほぼ白色に
するように異なる色と混合させることにより、複数の第１のＯＬＥＤ層から発射された色
を補償するやり方で複数の第２のＯＬＥＤ層を駆動することにより達成される。
【００４９】



(10) JP 2017-528864 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

　この目的を達成するために、本発明は、ディスプレイコントローラに含まれる駆動回路
が複数の第２のＯＬＥＤ層の上に形成された第３の電極上に印加するのに必要な信号の大
きさを計算するピクセル駆動方法を企図する。よく知られているように、等量の赤、緑お
よび青色を混合することで白色光を生じる。この目的のために、駆動回路内に構築された
マイクロプロセッサは、特殊目的カラーツーホワイト（ｃｏｌｏｒ－ｔｏ－ｗｈｉｔｅ）
マッピングアルゴリズムの使用により、複数の第２のＯＬＥＤ層の上に形成された第３の
電極に印加されると複数の第２のＯＬＥＤ層と共に複数の第１のＯＬＥＤ層から放射され
る光を白またはほぼ白色にするのに適切な信号大きさを実時間で計算する。このようにし
て、ピクセルは、表示パネルを形成するために使用されるガラス材の白色背景に対して透
明になる。非常に簡単なアルゴリズムが、当業者により理解され得るように、必要な複雑
な計算無しに実施され得る。
【００５０】
　しかし、すべての通常の石英ガラスはわずかな緑色調を有する。通常のガラスは薄いと
肉眼には無色に見えるが、酸化鉄不純物が緑色調を生成する。ガラスの色は含まれる不純
物に依存する。結局、カラーツーホワイトマッピングアルゴリズムは、使用されるガラス
材の色調に一致する色を生じるようなやり方で調整され得る。したがって、表示パネルは
、人間にとっていかなる目立つピクセルユニットも無しに完全に透明になり得る。この場
合、外部からのカラー光がＯＬＥＤ層により発射された色と混ざることなく依然として表
示パネルを通過するので、人はディスプレイの反対側のカラー物体を依然として眺めそし
て見得る。
【００５１】
　上記技術はガラス材の色がほぼ白色であると昼光条件において適用可能であり得るとい
うことをここでは述べなければならない。したがって、黄昏時、カラーツーホワイトマッ
ピングアルゴリズムは一例としてカラーツーグレイ（ｃｏｌｏｒ－ｔｏ－ｇｒａｙ）アル
ゴリズムへシフトされ得る、または夜間にはカラーツーブラック（ｃｏｌｏｒ－ｔｏ－ｂ
ｌａｃｋ）アルゴリズムへシフトされ得る。
【００５２】
　カラーツーホワイトマッピングアルゴリズムを自動的に調整するために戸外の環境光を
監視するフィードバックループを提供するだろう光感知手段がディスプレイわきに取り付
けられ得る。
【００５３】
　表示パネルの前面に入射する光の反射をなくすために、ディスプレイは、ピクセル毎ベ
ースで配置された光ファイバなどの光導波路を備え得る。
【００５４】
　光ファイバの遠端部はディスプレイの前面側に（すなわち表示面に当接して）配置され
る。光ファイバは光源に作動可能に接続された近端部を有する、すなわち、このような光
源からの光は表示面上で見えるように光ファイバの近端部から遠端部部分へ伝えられる。
この結果、光ファイバの遠端部分は、それぞれが光が送られた単一の光ファイバだけに対
応する可視表面上の色を変更する点を生成する。その結果は、時間の経過に伴って色を変
えるように見える画像を有する光ファイバ照射ディスプレイである。
【００５５】
　本発明の好ましい実施形態はＯＬＥＤ素子に基づき説明されたが、本発明の利点は本出
願の背景技術章で参照され本明細書に全体として援用されるユーラシア特許第００４５１
７（Ｂ１）号明細書に記載のようにＯＬＥＤ以外に使用されるいくつかの発光素子（特に
ＬＥＤ）を有するケースであろうということを当業者は理解し得る。
【００５６】
　窓ガラスとして使用される本発明による大型または小型のいずれかの表示パネルは設置
され得るビル表面または内部に適合する任意の形状または設計のものであり得るというこ
とを理解すべきである。さらに、表示パネルの透明層は、波状であり得る、またはいくつ
かの美学的要件を満足するために他のタイプのテクスチャを有し得る。
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【００５７】
　同パネルは、いくつかのアーキテクチャまたは設計解決策において使用されるようにそ
の間に発光素子が配置され得る３つ以上の透明または半透明層を有し得る。
【００５８】
　本発明は平坦窓ガラスとして以外の多種多様な形式で実現され得るということも理解す
べきである。一例として、ディスプレイは、ビル表面上のアプリケーションだけでなくス
トリート広告ビルボードとしてまたは様々な美学的３Ｄ画像をその内部に表すための透明
情報空間としてのアプリケーションを発見するように、平坦なものの代わりに、筒形状ま
たは３Ｄ画像などを表すのに好適な立方形等も有し得る。

【図１】

【図２】

【図３】
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